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 要  旨 
身体運動を分析する際，身体のモデル化を行うが，このとき身体部分の質量，質量中心位置，
慣性モーメントなどの身体部分慣性係数（Body Segment inertia Parameters. 以下，BSP）が必
要である．そのため，被験者の BSP を個別に計測するか，既存の研究で得られた BSP や BSP の
推定式を利用するかのどちらかを採用する．モーションキャプチャーシステムなどの開発が進み，
運動計測の精度が高まってきていることから，動作分析の精度を上げるためには，誤差要因のそ
れぞれを改善していくことが求められる．様々な形態的特徴をもつ動作被験者に対して精度の高
い BSP を算出し，体系的な BSP の提供とその適用の限界に関する研究を行うことが，今後のス
ポーツバイオメカニクス分野での重要な課題の 1 つであると考えられる． 
近年，形状計測技術の発達により，身体表面の 3 次元位置座標を容易に取得することが可能と
なった．これらの 3 次元座標データから，全身体積および体表面積を算出する方法が開発され，
医学分野および工学分野へ応用する試みがなされている（設楽ら，2009）．しかし，この方法で
は，全身から身体部分に分けること，各身体部分の質量や質量中心位置，3 軸まわりの主慣性モ
ーメントを推定することは難しい．そこで本論文の前半では，3 次元人体形状計測装置で計測し
た全身の 3 次元座標データから，3 次元 CAD を用いて，BSP を算出するための新たな手法を開
発し，従来法などの他の手法と比較することで，算出結果の精度と妥当性を検証した． 
また，これまでわが国では，阿江（1996）の推定式を用いることにより，広い範囲の日本人青
年男女の BSP を算出できると考えられてきた．しかし，阿江の推定式は，容易に計測できる部分
長と体重を用いて推定を行っているため，筋の発達による身体部分の太さなどの形態的特徴は
BSP に反映されないという欠点があった．そこで，本論文の後半では，体操競技選手および陸上
競技長距離選手を被験者として採用し，個別の BSP を算出した．その結果，体操競技選手と陸上
長距離選手の BSP には有意な性差，種目差があった．今後，より多くの被験者を計測することで，
競技種目間の形態的特徴の違いが BSP に及ぼす影響をより明確にできると考えられる．また，競
技特性による形態の差がBSPの差を生じていることが明らかであることから，競技種目別のBSP
のデータベースを構築することは，有用であることが示唆された． 
 
 
